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現行品

現　行　品

大
き
い

小
さ
い

現　行　品下　塗　り

次世代シリル樹脂 ̶ シリルメタクリレートの特徴

シリルメタクリレート樹脂とは

AF塗料の主成分

メチル基を導入したことによる効果

加水分解時の体積収縮が緩和され、クラックやフレーキングを抑制します。

各種シリルポリマー系AFの塗膜物性

シリルメタクリレートを使用した　　　　 はその安定した物性により、ドック前後
での平滑性が維持され、ドックを挟み長期継続した燃費低減が可能となりました。

レオロジーコントロールによる表面平滑性向上

表面粗度低減効果を発現

フロー性の向上 エアレス塗装結果（表面状態）

塗装時の平滑性向上に寄与

現行「クォンタム」との比較　エアレス塗装結果（表面粗度）

水中摩擦抵抗の低減（表面粗度極小化）

現 行 品

平滑な塗膜形成により
スタートダッシュを強化！

関西ペイントが自動車塗料の開発で磨き上げてきたレオロジーコントロール（RC）技術をクォンタムに
融合させることで塗装後の平滑性をコントロールし、就航直後からの表面抵抗を抑え、燃費低減効果の発
現を早めました。

本塗料の特性を最大限に引き出すためには「塗装管理」が重要なポイントとなります。
詳しくは塗装要領書をご参照下さい。

C＝O

Si

R

メチル基 ←このメチル基が
　ポイント

樹 脂 防汚剤 顔 料 溶 剤

基本性能の継承

クォンタムの基盤技術がベースにあるため、防汚性能等の基本性能は
そのまま踏襲。

タカタクォンタム　　　　　と現行品の性能比較

現行クォンタム ブランク

停泊防汚性の強さは健在！

※現行クォンタムと同等の防汚性能

③ 実船での性能
《外航船》
Kind : LPG
Saling Route : Japan—PG
Dock Interval : 29 Months

Kind : LNG
Saling Route : Japan—Brunei
Dock Interval : 27 Months

《内航船》
12ヶ月就航タンカー　全船適用 18ヶ月就航タグボート

フレーキング発生

シリルメタクリレート系

現行クォンタム（アクリレート系）

シリル
メタクリレート系

実船での性能はクォンタムからの継承でお墨付き！塗膜物性はより安定に。

現行クォンタム
（アクリレート系）

各種性能まとめ

1. 初期平滑性　　　　　　　　　　　　　＞ 　現行
2. 塗膜物性　　　　　　　　　　　　　　＞ 　現行
3. 防汚性　　　　　　　　　　　　　　　≧ 　現行
4. 塗膜消耗性　　　　　　　　　　　　　≧ 　現行
5. 塗装作業性　　　　　　　　　　　　　≦ 　現行

＊MARINTEKデータによる
　スピードロスデータ

IMO MEPC（ の基礎データとなるMARINTEK
世界中の船全体で
出　典：IMO MEPC (60/4/21) 

燃費試算例

MARINTEKデータによる 月就航するとスピードは平均で約５％のロス
います。これに対しタカタクォンタム　　　　プロトタイプの塗装により、ド
1.5％以下に抑制できたことが実船で確認されております。この ％が　
善効果と考えることが出来ます。スピードロスの約３倍が燃料消費に相当（馬
⊿V×3より）すると言われておりますので、

VLCC（30 万 DWTクラス）
　バラスト時 : 85%　満載時 : 95％
大型コンテナー（8,000TEU）
大型バルカー（ケープサイズ 18 万 DWT）
小型バルカー（ハンディ5 万 DWT）
内航フェリー（10,000DWT）

AVE.

90％

60％
80％
70％
75％

75%

上記の比率を加味して燃費低減効果を試算すると、

重油価格 US$600/ton で試算

燃料消費　ton/day 60ヶ月燃費 百万US$ 船種別低減率

VLCC 100 108.0 12.6%
大型コンテナー船 250 270.0    8.4%

樹脂系　：　シリルメタクリレート系　　　　           　　シ

R R

シリルポリマー

水　流

水　流

①  防汚性データ（三重県11ヶ月経過） ② 消耗性データ

ドラムローターによる消耗比較
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消耗性は現行クォンタムと同様の長期持続性を示し、より
直線的であることから、さらなる長期対応が期待できる。

現行ク現行ク行ク ンタォンタォンタムムム ブブランブランブランクククク非銅系AF 燃費削減効果試算

燃料消費増加の差

全船舶平均 *

（ 5％ 1.5％ ）  3＝ 10
適用船実績

物性促進試験（試験期間 ヶ月：実船約 ヶ月に相当）

O

現行クォンタム
（アクリレート系）

シリル
メタクリレート系

換算係数

全抵抗に占める摩擦抵抗の比率 （当社調査データ）

のスピードロスは ヶ月で平均 5％とな
/ MARINTEK Trond Larsen

重油価格 US$600/ton で試算

燃料消費　ton/day 30ヶ月燃費 百万US$ 船種別低減率

内航フェリー  32   17.3   5.3%

試算は航走率 100％での数値です。
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試算

低減率率

当 社 製 品 市 場 流 通 品

シリルメタクリレート系 シリルアクリレート系

▼拡大写真 ▼拡大写真 ▼拡大写真 ▼拡大写真

現行クォンタム
（シリルアクリレート系） 銅/シリルアクリレート系
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燃費試算例

MARINTEKデータによる 月就航するとスピードは平均で約５％のロスが発生すると言われて
います。これに対しタカタクォンタム　　　　プロトタイプの塗装により、ドック間のスピードロスが
1.5％以下に抑制できたことが実船で確認されております。この ％が　　　　のスピードロス改
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上記の比率を加味して燃費低減効果を試算すると、

重油価格 US$600/ton で試算 US$1=85円で試算

燃料消費　ton/day 60ヶ月燃費 百万US$ 船種別低減率 削減（百万円）

VLCC 100 108.0 12.6% 1,157
大型コンテナー船 250 270.0    8.4% 1,928
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現行品

現　行　品

大
き
い

小
さ
い

現　行　品下　塗　り

̶ シリルメタクリレートの特徴

メタクリレート樹脂とは

成分

ル基を導入したことによる効果

が緩和され、クラックやフレーキングを抑制します。

ー系AFの塗膜物性

使用した　　　　 はその安定した物性により、ドック前後
ドックを挟み長期継続した燃費低減が可能となりました。

レオロジーコントロールによる表面平滑性向上

表面粗度低減効果を発現

フロー性の向上 エアレス塗装結果（表面状態）

塗装時の平滑性向上に寄与

現行「クォンタム」との比較　エアレス塗装結果（表面粗度）

水中摩擦抵抗の低減（表面粗度極小化）

現 行 品

平滑な塗膜形成により
スタートダッシュを強化！

関西ペイントが自動車塗料の開発で磨き上げてきたレオロジーコントロール（RC）技術をクォンタムに
融合させることで塗装後の平滑性をコントロールし、就航直後からの表面抵抗を抑え、燃費低減効果の発
現を早めました。

本塗料の特性を最大限に引き出すためには「塗装管理」が重要なポイントとなります。
詳しくは塗装要領書をご参照下さい。

C＝O

Si

R

メチル基 ←このメチル基が
　ポイント

料 溶 剤

基本性能の継承

クォンタムの基盤技術がベースにあるため、防汚性能等の基本性能は
そのまま踏襲。

タカタクォンタム　　　　　と現行品の性能比較

現行クォンタム ブランク

停泊防汚性の強さは健在！

※現行クォンタムと同等の防汚性能

③ 実船での性能
《外航船》
Kind : LPG
Saling Route : Japan—PG
Dock Interval : 29 Months

Kind : LNG
Saling Route : Japan—Brunei
Dock Interval : 27 Months

《内航船》
12ヶ月就航タンカー　全船適用 18ヶ月就航タグボート

フレーキング発生

シリルメタクリレート系

現行クォンタム（アクリレート系）

シリル
メタクリレート系

実船での性能はクォンタムからの継承でお墨付き！塗膜物性はより安定に。

現行クォンタム
（アクリレート系）

各種性能まとめ

1. 初期平滑性　　　　　　　　　　　　　＞ 　現行クォンタム
2. 塗膜物性　　　　　　　　　　　　　　＞ 　現行クォンタム
3. 防汚性　　　　　　　　　　　　　　　≧ 　現行クォンタム
4. 塗膜消耗性　　　　　　　　　　　　　≧ 　現行クォンタム
5. 塗装作業性　　　　　　　　　　　　　≦ 　現行クォンタム

＊MARINTEKデータによる
　スピードロスデータ

IMO MEPC（ の基礎データとなるMARINTEK 文書で、
世界中の船全体で 。
出　典：IMO MEPC (60/4/21) Report

燃費試算例

MARINTEKデータによる 月就航するとスピードは平均で約５％のロスが発生すると言われて
います。これに対しタカタクォンタム　　　　プロトタイプの塗装により、ドック間のスピードロスが
1.5％以下に抑制できたことが実船で確認されております。この ％が　　　　のスピードロス改
善効果と考えることが出来ます。スピードロスの約３倍が燃料消費に相当（馬力増加 ⊿P≒船速変化
⊿V×3より）すると言われておりますので、

VLCC（30 万 DWTクラス）
　バラスト時 : 85%　満載時 : 95％
大型コンテナー（8,000TEU）
大型バルカー（ケープサイズ 18 万 DWT）
小型バルカー（ハンディ5 万 DWT）
内航フェリー（10,000DWT）

AVE.

90％

60％
80％
70％
75％

75%

上記の比率を加味して燃費低減効果を試算すると、

重油価格 US$600/ton で試算 US$1=85円で試算

燃料消費　ton/day 60ヶ月燃費 百万US$ 船種別低減率 削減（百万円）

VLCC 100 108.0 12.6% 1,157
大型コンテナー船 250 270.0    8.4% 1,928

60 ヶ月仕様想定

樹脂系　：　シリルメタクリレート系　　　　           　　シリルアクリレート系

R R

シリルポリマー

水　流

水　流

①  防汚性データ（三重県11ヶ月経過） ② 消耗性データ

ドラムローターによる消耗比較

消
耗
膜
厚

期　間 60M

▲

▲
▲

▲
▲
▲
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▲

クォンタム現行品

シリルメタクリレート（　　　　）

水和型 A/F

▲

▲

▲

▲
▲

▲
▲
▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

消耗性は現行クォンタムと同様の長期持続性を示し、より
直線的であることから、さらなる長期対応が期待できる。

現行ク現行ク行ク ンタォンタォンタムムム ブブランブランブランクククク非銅系AF 燃費削減効果試算

燃料消費増加の差

全船舶平均 *

（ 5％ 1.5％ ）  3＝ 10.5%
適用船実績 燃費効果

月：実船約 ヶ月に相当）

O

現行クォンタム
（アクリレート系）

シリル
メタクリレート系

換算係数

全抵抗に占める摩擦抵抗の比率 （当社調査データ）

すすす。すすすのスピードロスは ヶ月で平均 5％となっていますす。
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